
「
詩
経
』

閥
風
七
月
に
お
け
る

溺
風
七
月
第
は
、
古
代
の
農
民
生
活
の
様
子
を
、
そ
の

季
節
毎
の
動
植
物
な
ど
と
共
に
描
き
出
し
た
長
編
の
由
民
事
詩
で
あ

り
、
当
時
の
農
民
生
活
を
知
る
ト
…
で
、
大
変
貴
重
な
資
料
と
言
え

る
。
吋
詩
縫
い
の
他
の
詩
の
中
に
も
、
部
分
的
に
農
民
生
活
の
様
子

を
描
い
た
も
の
は
あ
る
が
、
こ
の
詩
の
よ
う
に
、
農
民
に
密
着
し
た

観
点
で
そ
の
年
間
生
活
を
描
い
た
詩
は
他
に
は
無
い
の
で
あ
る
。

「
七
月
流
火
」
と
天
空
の
事
よ
り
う
た
い
起
こ
さ
れ
る
こ
の
詩

は
、
の
う
ち
、
第
五
章
迄
の
か
な
り
の
部
分
が
、
例
え
ば
、

七
月
流
火

九
月
授
衣

七
月
鳴
鵡

八
月
一
載
績

七
月
流
火

九
月
衣
を
授
く

(第

八七
月月
載 IJ患
ち鶏ま
績
す

(第一

と
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
自
然
の
事
柄
を
一
一
一
一
口
い
、
後
に
人
間
一
の
事
柄
を

「
場
」

の
意
味
に
つ
い
て

増

野ア

幸

ヲム

一
一
一
一
口
う
頗
序
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
自
ら
も
自
然
の
一
部
と
し

て
、
四
季
の
営
み
に
充
分
な
法
意
を
払
い
、
そ
れ
に
従
順
で
あ
ろ
う

と
す
る
古
代
人
の
心
が
一
訴
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
七
月
」
の
詩
を
理
解
す
る
上
で
、
特

に
第
七
章
、
第
八
章
に
見
え
て
い
る
「
場
」
の
字
が
、
非
常
に
重
要

な
意
義
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
一
一
一
一
口
う
事
に
つ
い
て
論
じ

て
み
た
い
Q

「
七
月
」
の
詩
で
「
場
」
の
字
が
見
え
て
い
る
第
七
章
、
第
八
章

は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

九
月
築
場
関

十
月
納
禾
稼

黍
稜
重
謬

禾
麻
萩
麦

援
我
農
夫

( 1 ) 

九
月
場
を
闘
に
築
き

十
月
末
稼
を
納
る

黍

稜

重

謬

禾

麻

萩

麦

あ
あ護
我
が
農
夫



我
稼
競
向

上
入
執
宮
功

昼
欝
子
茅

官
爾
索
締

共
始
播
百
穀

二
之
日
繋
球
沖
沖

一
一
一
之
日
納
子
凌
陰

間
之
民
党
ハ
蚤

献品一一小祭主

九
月
瀦
霜

p
f
ヰ
ゴ
ん
比
三
ヨ
U

I
{

下

I
羽川
W

心匂

朋
酒
斯
饗

隣
彼
公
営
一

称
彼
兇
倣

才
J
r
.
-
J
L
t
Tず
晴

天
実
無
部

あ
っ

我
が
稼
既
に
向
ま
る

上
入
し
て
官
功
を
執
れ

な
ん
ぢ
ゆ

昼
は
磁
予
き
て
茅
か
れ

き
く
た
う

宵
は
爾
索
絢
せ
よ

す
み
や
お
掛
か
に
其
れ
屋
に
乗
れ

其
れ
始
め
て
百
穀
を
播
せ
ん(第
七
章
)

こ
こ
に
あ
る
「
場
」
に
つ
い
て
、
毛
伝
、
第
築
で
は
第
七
章
で
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

春
夏
為
圏
、
秋
冬
為
場
。
築
云
、
場
関
同
地
耳
。
物
生
之
持
、
耕

治
之
、
以
種
菜
茄
。
至
物
尽
成
熟
、
築
堅
以
為
場
。

mw
ち
毛
伝
で
は
、
春
夏
に
圏
と
し
、
秋
冬
に
場
と
す
る
と
一
一
一
一
口
い
、

鄭
築
も
こ
れ
を
詳
し
く
言
っ
て
、
場
と
国
と
は
同
じ
土
地
で
、
季
節

に
よ
り
耕
し
て
野
菜
を
植
え
た
り
、
っ
き
留
め
て
場
と
し
た
り
す
る

と
説
明
し
て
い
る
c

こ
の
毛
伝
、
鄭
築
の
「
場
開
幽
」
の
説
明
に
つ
い
て
、
孔
頴
遠
の
疏

で
は
『
周
礼
』
載
師
の
鄭
玄
注
を
引
い
て
以
下
の
如
く
理
解
し
て
い

る
Q

( 2 ) 

一
一
の
呂
球
を
撃
つ
こ
と
沖
沖
た
り

三
の
日
凌
陰
に
納
る

っ
と

四
の
日
放
ハ
れ
蚤
に

品
訟
を
献
じ
設
を
祭
る

九
月
粛
霜

十
月
場
を
機
ふ

朋
樹
斯
に
饗
し

日
に
叫
ん
山
羊
を
殺
す

の
J
H
M

彼
の
公
泣
に
隣
り

彼
の
兇
般
を
称
ぐ

万
寿
掘
り
無
け
ん
と

地
官
載
綿
一
去
、
場
関
任
問
問
地
。
注
云
、
鹿
樹
果
鼠
之
属
、
季
秋
於

中
為
場
。
焚
間
謂
之
間
。
然
別
弱
者
外
畔
藩
篠
之
名
。
其
内
之

地
、
種
樹
菜
果
別
謂
之
闘
。
採
践
禾
稼
則
謂
之
場
。
故
春
夏
為
閥
、

秋
冬
為
場
。

こ
こ
で
は
、
「
慰
」
は
畑
や
果
樹
閥
、
「
場
」
は
脱
穀
場
で
あ
る
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
毛
伝
、
鄭
築
、
孔
疏
と
も
に



「
場
」
が
脱
穀
を
行
な
う
所
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
毛
伝
の
説
を

郵
袋
、
孔
疏
が
補
強
し
て
具
体
的
に
述
べ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

現
代
の
注
釈
も
、
以
上
の
よ
う
な
毛
伝
、
鄭
袋
、
孔
疏
の
説
明
を

継
承
し
て
、
「
場
」
を
「
脱
穀
場
」
と
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
中
間
で
は
余
冠
英
氏
、
業
梅
氏
が
「
場
i
一
は
脱
穀
場
を

一
言
う
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
、
第
七
草
の
「
九
月
築
場
開
闘
い

と
第
八
章
の
「
十
月
機
場
」
を
、
高
田
真
治
氏
は
「
九
月
に
は
稲
打

ち
場
を
間
赦
に
造
る
い
「
十
月
に
は
采
打
ち
場
を
伺
怖
い
清
め
い
と
解

か

い

は

た

は

り

さ
れ
、
日
加
田
誠
氏
は
「
九
月
場
闘
を
打
ち
臨
め
い
「
十
月
は
取
入

れ
跡
を
錦
う
て
清
め
い
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
言
っ
た
解
釈
で
は
、
果
し
て
満
足
な
農
兵

が
無
か
っ
た
時
代
に
、
春
夏
は
畑
に
、
秋
冬
は
っ
き
溜
め
て
脱
穀
場

に
、
ま
た
春
夏
に
掘
り
返
し
て
畑
に
:
・
な
ど
を
繰
り
返
す
事
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
一
一
一
日
う
疑
問
が
起
こ
る
。
又
、
第
八
章
で
は
、

京
全
体
が
収
穫
の
儀
礼
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
中
、
例
え
ば
第
八
章

コ
ー
し
た
比
二
、

。~Z
4
7
U
F

洗
器
謂
之
様
、
則
浄
義
。
故
為
埼
也
。
在
場
之
功
畢
、
己
入
倉
。

故
機
埼
其
場
。

と
あ
る
よ
う
に
、
単
に
「
脱
穀
場
を
挽
く
」
と
だ
け
解
し
て
よ
い
の

で
あ
ろ
う
か
G

こ
の
解
釈
だ
け
で
は
、
次
の
匂
の
「
二
樽
の
酒
と
羊

の
犠
牲
を
供
え
る
」
と
の
つ
な
が
り
も
不
自
然
に
思
え
る
の
で
あ

る。

一一「七
月
」
の
「
場
」
に
つ
い
て
中
国
古
来
の
注
釈
で
は
ど

の
よ
う
に
解
さ
れ
て
来
た
か
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

こ
の
「
場
」
に
関
す
る
解
釈
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
呂
に
付
く
の

は
、
北
宋
で
は
王
安
石
、
蘇
轍
、
南
宋
で
は
王
質
、
の
説
で
あ

る。
次
に
、

主
安
石
は

巻
第
八
の
中
で
次
の
よ
う
に

っ
て
い
る
。

築
場
問
者
、
以
無
瞬
土
、
故
築
場
子
関
地
。
此
之
謂
地
無
遺
利
。

方
其
為
閥
、
郎
種
果
蹴
之
属
、
及
其
納
禾
種
。
然
後
為
場
正
向
。
似

非

地

無

遺

利

乎

。

(

第

七

章

〉

( 3 ) 

即
ち
「
築
場
関
」
と
は
、
広
い
土
地
が
無
い
為
に
稲
打
ち
場
を
畑

に
築
く
の
で
あ
り
、
効
率
の
良
い
土
地
利
用
で
あ
る
、
と
し
て
「
場
」

が
「
脱
穀
場
」
の
意
で
あ
る
と
述
べ
る
。

蘇
轍
も
、
そ
の
著
円
詩
集
伝
』
巻
八
の
中
で
、
「
築
場
圏
」
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
Q



春
夏
為
閥
、
秋
冬
為
場
。
故
須
築
以
待
納
禾
稼
。

〈
第
七
草
)

こ
れ
も
、
毛
伝
、
郷
袋
、
孔
疏
の
解
釈
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
、

私
冬
に
は
場
を
築
い
て
収
穫
物
を
紛
れ
る
事
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
し
て
「
場
」
を
「
脱
穀
場
」
若
し
く
は
「
集
積
場
」
と
述

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

王
質
は
町
味
付
総
開
』
巻
八
で
次
の
よ
う
に

っ
て
い
る
。

場
関
、
椀
果
鵡
之
地
。
梼
之
使
堅
。
恐
果
政
之
株
為
風
所
抜
也
。

(
第
七
章
)

以
待
来
年
之

(
第
八
章
)

ナト討i主
Q 、

猶
に1

JITiU 

m各

免

禾
収
尽

別
機
禾
場
、

の
説
明
で
は
、
「
場
関
」
は
突
の
な
る
木
を
植
え
る
所

で
、
こ
れ
を
つ
き
閉
め
て
竪
く
す
る
の
は
、
木
が
風
に
よ
っ
て
抜
け

て
し
ま
う
事
を
欝
戒
し
た
為
で
あ
り
、
又
、
冬
に
稲
を
収
穫
し
終
わ

っ
た
な
ら
ば
、
稲
打
ち
場
を
掃
き
清
め
て
、
来
年
の
稲
打
ち
を
待

つ
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
七
翠
の
方
で
「
場
溺
」
を
果
樹
閣
と

と
ら
え
て
、
そ
の
地
閣
を
つ
き
閉
め
る
と
す
る
の
に
対
し
、
第
八
章

で
は
「
場
」
を
「
脱
穀
場
い
と
し
て
、
そ
れ
迄
の
注
釈
の
よ
う
に
第

七
章
、
第
八
設
の
「
場
」
を
同
一
の
も
の
と
は
し
て
い
な
い
。
従
っ

こ
の

て
、
第
八
章
で
の
「
脱
穀
場
」
は
独
立
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
畑
↓

脱
穀
場
i
v
焔
の
サ
イ
ク
ル
を
考
え
て
い
な
い
事
に
な
り
、
従
来
の
理

解
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
c

朱
棄
は
『
詩
集
伝
』
巻
八
で
、
毛
伝
、
鄭
築
、
孔
疏
の
理
解
を
受

け
継
い
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

場
圏
、
同
地
。
物
生
之
時
、
別
耕
治
以
為
問
、
市
種
菜
茄
。
物
成

之
際
、
別
築
堅
之
以
為
場
、
商
納
禾
稼
。
蓋
白
田
市
納
之
於
場
也
。

(
第
七
章
〉

(
第
八
章
)

機
場
者
、
農
事
畢
荷
揚
場
地
也
。

( 4 ) 

こ
の
注
で
は
、
第
七
章
で
、
収
穫
物
を
周
辺
の
田
よ
り
「
場
」
に

入
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
従
来
の
注
釈
よ
り
具
体
的
な
指
摘
を
し

て
い
る
。

現
代
で
は
、
初
広
の
『
詩
伝
大
全
』
が
朱
烹
の
説
に
従
い
、
何
構

の
コ
一
付
経
世
本
古
義
』
が
毛
伝
、
鄭
築
、
孔
疏
に
従
っ
て
、
特
に
従

来
の
説
と
異
な
っ
た
見
解
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。

議
代
に
な
る
と
、
販
突
が
コ
日
毛
氏
伝
疏
』
巻
十
五
で
、
毛
伝
に

従
い
な
が
ら
以
下
の
よ
う
に
っ
て
い
る
。

説
文
、
場
、
治
穀
田
也
。
東
方
未
明
伝
、
閥
、
菜
関
也
。
場
踏
連



伝
乃
先
釈
閥
、
後
釈
場
。
春
夏
之
鹿
、
至
秋
冬
作
場
、
以
治

穀
。
是
謂
之
築
場
開
問
。
伝
依
経
義
平
一
一
同
世
。
築
去
、
場
鴎
同
地
。
自

物
生
之
時
、
耕
治
之
、
以
稜
菜
茄
、
至
物
一
尽
成
就
、
築
以
為
場
。

序
官
場
人
注
一
広
、
場
築
地
為
嶋
中
。
季
秋
除
問
中
為
之
。
並
与
伝
義

合

。

(

第

七

章

)

説
文
、
様
、
沼
也
ο

掃
活
問
義
。
築
場
在
九
月
、
埼
場
則
在
十
月

也

。

(

第

八

寧

)

こ
こ
で
は
斉
風
東
方
未
明
の
詩
の
毛
伝
に
よ
っ
て
「
関
」

の
説
明
を
行
な
い
、
J
J
J
U

伝
に
お
け
る
「
場
ん
と
っ
髄
」
の
解
釈
の
搬

に
つ
い
て
一
一
一
日
い
、
鄭
築
に
つ
い
て
円
周
礼
b

場
人
の
鄭
玄
注
と
併
せ

て
毛
伝
の
義
に
同
じ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
中
閣
の
伝
統
的
注
釈
で
は
、
「
場
」
の
字
を
、
単

に
「
脱
穀
場
い
と
解
釈
す
る
も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
る
。

一一一

そ
れ
で
は
、
と
い
う
字
が
何
如
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

2
M文
解
学
b

第
十
一
一
一
篇
下
に
よ
れ
ば
、

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
Q

の
字
に
つ
い
て

祭
神
道
也
。

一
日
、
山
田
不
耕
者
。

一
回
、
治
穀
田
也
。

即
ち
、
ま
ず
第
一
義
と
し
て
「
神
を
祭
る
道
」
と
あ
っ
て
、
そ
の

後
に
「
山
田
の
耕
さ
ぬ
も
の
い
「
脱
穀
を
す
る
田
L

と
一
一
一
一
口
う
意
味
が

来
て
い
る
。

従
来
、
「
七
月
」
に
お
け
る
「
場
」
の
字
は
、
こ
れ
迄
述
べ
て
来

た
よ
う
に
、
コ
説
文
解
字
b

に
お
け
る
第
三
義
の
「
治
穀
田
也
」
即

ち
「
脱
穀
を
す
る
国
」
の
意
味
に
解
さ
れ
、
秋
に
田
畑
を
つ
き
固
め

て
脱
穀
場
に
す
る
の
で
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
て
来
た
。
又
、
前
出

町
説
文
解
字
』
の
コ
日
、
治
穀
田
也
」
の
部
分
の
段
支
裁
の
注
に

も
、
「
七
月
」
第
七
章
の
「
九
月
築
場
癌
」
と
そ
の
毛
伝
、
府
知
築
が

引
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
第
一
義
と
し
て
の
「
神
を
祭
る
道
」
に
つ
い
て
見
る
と
、

同
じ
く
『
説
文
解
字
』
一
篇
下
の
「
壊
」
の
段
注
に
以
下
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
G

( ;) ) 

祭
法
注
、
封
土
日
壊
、
除
地
臼
埠
。
(
中
略
)
師
古
田
、
築
土
為

壊
、
除
地
為
場
。
按
環
郎
場
也
。
為
場
雨
後
壇
之
。
壊
之
前
、
又

必
除
地
為
場
、
以
為
祭
神
道
。
故
壇
場
必
連
言
之
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
神
を
祭
る
道
」
と
は
、
祭
壇
一
を
設
け
る
為
に
、

き
れ
い
に
は
ら
っ
た
所
を
言
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
場
」
は
「
祭



を
意
味
す
る
と
言
え
る
。

本
稿
で
は
「
七
月
」
の
「
場
い
が
、
『
説
文
解
の
第
一

し
て
の
「
祭
犯
の
行
な
わ
れ
る
所
」
と
言
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
よ
う
に

理
解
す
る
な
ら
ば
、
「
七
月
」
の
つ
場
い
は
、
単
な
る
脱
穀
場
で
は

な
く
、
収
穫
の
儀
礼
を
行
な
う
所
と
一
一
一
日
う
事
に
な
り
、
本
稿
第
一
段

求
に
お
け
る
第
七
章
、
第
八
章
の
疑
問
も
解
決
出
来
る
よ
う
に
思
え

る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
祭
犯
の
行
な
わ
れ
る
所
}
と
し
て
の
「
場
」
の
字
の
用

例
に
つ
い
て
以
下
で
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
令
ず
す
、
前
山
出
山
『
説
文
解
字
』

「
場
」
字
の
寸
辺
奴
一

町勺柿ユ玉』篇
b

に
川
引
引
用
さ
れ
る
吋
…
儲
崩
一
訊
説
泊
問
巴b

を
引
い
て
い
る
O

の

熔
一
之
所
験
地
臼
場
。

通
行
本
の
司
王
篇
同
巻
第
こ
で
は
コ
ロ
壌
」
の
部
分
が
「
臼
場
い

と
な
っ
て
い
る
が
、
段
支
裁
は
こ
れ
を
誤
り
と
し
て
い
る
。
こ
の

芸
品
篇
b

が
引
く
叫
国
語
』
の
意
味
は
、
「
界
摂
の
位
を
壌
と
一
一
一
一
口
い
、

山
崎
を
設
け
る
為
に
き
れ
い
に
は
ら
っ
た
所
を
場
と
一
一
一
一
口
う
」
と
な
る
。

こ
こ
で
の
「
界
摂
い
と
は
、
尊
卑
を
分
別
し
て
祭
犯
の
位
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
祭
壌
を
設
け
る
為
に
き
れ
い
に
し
た
所
が と

「
場
」
で
あ
る
、
と
言
う
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
部
分
、
通
行
本
の
『
間
部

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

の
本
文
と
意
昭
の
注
で

界
摂
之
位
、
壇
場
之
所
。

〔
章
昭
注
〕
徐
地
臼
場
。

こ
の
章
昭
の
注
で
は
、
き
れ
い
に
は
ら
っ
た
土
地
を
「
場
」
と
一
言

う
と
な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
同
様
の
事
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
本
文
と
章
昭
注
は
、
『
説
文
解
字
』
「
壇
」
字
の
段
注
に
引

用
さ
れ
て
い
る
。
設
注
、
が
「
場
」
字
に
は
こ
ち
ら
を
用
い
ず
、
づ
玉

篇
b

所
引
の
『
関
語
』
を
用
い
た
の
は
、
「
壇
」
と
「
場
」
の
持
つ

意
味
に
つ
い
て
明
確
な
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
区
別
を
は
っ

き
り
さ
せ
て
お
き
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

町
田
川
礼
匂
巻
第
十
七
春
官
宗
佑
の
序
官
部
分
の
頁
公
彦
の
疏
に

は
よ
別
出
の
内
閣
語
』
の
本
文
を
引
い
て
以
下
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

( 6 ) 

壌
場
之
所
者
、
孔
去
、

又
去
、
場
祭
遵
神
。

去
廟
為
秘
、

去
桃
為
壇
、

去
壇
為
想
。
孔

こ
こ
の

と
は
、
恐
ら
く
今
は
亡
わ
れ

の
孔
晃
の
注



で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
が
、
こ
の
孔
注
で
は
一
i
廟
を
と
れ
ば
挑
と

な
り
、
挑
を
と
れ
ば
埴
と
な
り
、
壌
を
と
れ
ば
却
と
な
る
」
と
一
首
い
、

又
、
「
場
は
道
神
を
祭
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
一
一
時
間
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
「
跳
」
と
は
、
天
子
、
が
一
選
主
を
蔵
め
た
納
で
あ
り
、
…
川
崎
」
は
、

前
出
吋
説
文
解
字
い
「
J

恒
い
字
の
段
注
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

勺
場
」
に
も
通
ず
る
、
神
を
祭
る
為
に
掃
き
清
め
ら
れ
た
郊
外
の
地
、

の
意
味
で
あ
る
Q

こ
の
注
に
お
け
る
「
場
」
の
理
解
は
、
道
神
を
祭

っ
た
所
を
「
場
」
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
「
壌
」
と
も
併
わ
せ
て
、

祭
犯
を
行
な
う
神
聖
な
場
所
を
指
す
、
と
説
明
し
て
い
る
と
一
一
諮
問
え
よ

。

ト
内
ノ

町
、
汲
家
馬
番
b

巻
第
閤
克
般
解
の
本
文
と
孔
え
の
注
で
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

乃
出
場
子
欧
軍
。

〔
孔
晃
投
〕
場
、
平
治
社
、
以
及
官
。

こ
の
部
分
の
孔
え
の
注
で
は
、
「
場
は
社
を
穏
や
か
に
治
め
、
そ

れ
を
宮
廷
に
も
及
ぼ
す
の
で
あ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
「
場
」

祭
犯
に
関
係
が
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。

町一市一平
J
h

勝
文
公
上
の
本
文
及
び
越
蚊
の
注
、
孫
爽
の
疏
で
は
以

の
知
く
に
な
っ
て
い
る
。

築
窓
於
場
。

〔
越
岐
注
〕
場
、
孔
子
家
上
、
祭
肥
壌
場
也
。

〔
孫
爽
疏
一
〕

即
ち
越
注
、
孫
疏
に
よ
れ
ば
、
本
文
は
「
居
室
、
を
孔
子
の
墓
の
壊

の
あ
る
場
所
に
築
く
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
特
に
越
注
で
は
、

「
場
」
が
墓
に
造
ら
れ
た
祭
壇
の
所
を
一
一
一
一
?
っ
、
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

や
は
り
「
場
」
が
祭
柁
に
関
連
し
て
い
る
事
を
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
の
で
あ

可。。
現
在
の
「
場
」
字
の
解
釈
で
も
、
藤
堂
明
保
氏
は
、
「
七
月
」
の

「
場
問
」
を
「
脱
穀
場
」
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
義
と
し
て
「
祭

柁
の
壇
場
い
を
掲
げ
ら
れ
、
土
を
盛
っ
て
平
坦
に
し
た
所
を
一
吉
う
、

と
述
べ
て
お
ら
如
、
又
、
白
川
静
氏
は
、
玉
に
よ
る
魂
振
り
の
儀
礼

の
行
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
「
場
」
で
あ
る
、
と
さ
れ
、
さ
ら
に
前
出

第
二
段
の
陳
突
の
注
の
第
七
章
部
分
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
『
周

礼
』
巻
第
九
地
官
司
徒
の
序
(
呂
場
人
の
鄭
玄
誌
を
引
用
さ
れ
、
次
の

如
く
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

( 7 ) 

お
そ
ら
く
古
く
は
田
中
や
間
中
に
、
神
に
供
す
る
場
を
設
け
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
な
ご
り
を
存
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
場
と
は



0) 

場j2
しー

で
あ
イコ

と
こ
ろ
で
、

い
わ
ゆ
る

7乙(7)。こ
の

の

の
解
釈
に
も
大
き
な
関
係
を
持

つ
以

上

の

如

く

見

て

る

と

、

に

地

腐

を

は

ら

っ

て

、

さ
ら
地
の
よ
う
に
す
る
意
味
が
あ
り
、
そ
の
上
に
土
を
盛
っ
て
祭
」
壌

を
設
け
る
事
が
古
来
よ
り
言
わ
れ
て
お
り
、
「
場
」
は
祭
問
に
大
変

関
係
の
あ
る
字
と
一
甘
悶
え
る
。
従
っ
て
「
七
月
」
第
七
章
の
「
築
場
開
し

の
場
合
、
祭
問
、
即
ち
収
穫
祭
を
行
な
う
を
設
け
る
所
が

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

こ
の

、
門
付
則
削
山
「
ノ

「
ト
ト

'vhyc-

て
神
を
紀
り
収
穫
祭
を

行

な

う

例

を

、

に

求

め

て

み

る

と

、

多

少

形

態
は
異
な
っ
て
は
い
る
が
類
似
し
た
も
の
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

宇
野
円
空
氏
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
例
に
よ
れ
ば
、
ス
マ
ト
ラ
の
カ
ロ

バ
タ
ク
人
は
、
刈
入
れ
第
一
日
自
の
稲
供
養
で
、
国
の
真
中
の
祭
問

に
供
物
を
捧
げ
饗
宴
を
行
な
っ
て
刈
入
れ
を
開
始
す
航
。
パ
ダ
ン
川

で
は
、
刈
入
れ
終
了
後
、
刈
田
に
米
飯
等
を
持
ち
寄
り
、
水
牛
等
を

ハH
d

緩
っ
て
饗
宴
を
行
な
い
歌
舞
の
娯
楽
を
催
す
ο

ジ
ャ
ワ
島
に
近
い
サ

ヴ
島
人
は
、
田
の
真
中
に
要
お
か
}
霞
き
、
刈
入
れ
の
時
に
も
豚
を
屠

品
守

っ
て
供
え
る
。
セ
レ
ベ
ス
諸
民
族
の
中
に
は
、
刈
入
れ
前
に
母
穏
を

摘
み
回
の
中
に
祭
壇
を
構
え
て
安
援
す
る
種
族
が
あ
刷
。

こ
の
よ
う
に
、
収
穫
時
に
祭
壇
又
は
そ
れ
に
類
し
た
も
の
を
田
畑

の
中
に
設
け
、
儀
礼
を
行
な
う
例
が
こ
こ
に
掲
げ
た
以
外
に
も
い
く

つ
か
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
宇
野
氏
は
、
収
穫
儀
礼
も
含
め
た
耕
作
儀
礼
に
つ
い
て
、

山
畑
耕
地
で
行
な
う
の
が
当
然
の
傾
向
で
あ
る
、
と
述
べ
て
お
ら
れ

る
οこ

の
よ
う
な
例
は
、
古
代
中
閣
の
習
俗
を
考
え
る
上
で
の
参
考
と

な
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
の
収
穫
祭
が
神
社
に
吸
収
さ
れ
変
化
し

て
い
っ
た
の
に
対
し
、
古
い
時
代
の
形
態
を
よ
く
伝
え
て
い
る
と
言

え
る
の
で
あ
j

る。

号
本
で
も
、
北
見
俊
夫
氏
は
、
奄
美
大
島
木
島
一
帯
の
収
穫
儀
礼

の
最
後
の
行
事
で
あ
る
ド
ン
ガ
に
つ
い
て
、
南
島
諾
誌
を
引
か
れ
、

ド
ン
ガ
に
は
問
に
小
口
肢
を
立
て
て
自
の
神
を
祭
っ
た
と
あ
り
、
収
穫

感
謝
の
最
後
の
祭
で
あ
っ
た
ろ
う
と
さ
れ
る
。
大
林
太
良
氏
は
、
琉

球
地
方
の
習
得
で
、
刈
り
取
っ
た
稲
を
山
形
に
積
み
上
げ
た
ィ
、
不
マ

ズ
ン
に
出
正
月
の
種
取
の
夜
、
グ
パ
の
葉
を
し
き
紅
白
の
餅
を
供
え

る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

本
土
で
も
、
竹
田
聴
州
氏
に
よ
れ
ば
、
国
の
畔
の
刈
り
稲
の
乾
燥

に

お

用
地
が
稲
場
で
、
刈
り
稲
を
高
く
円
錐
形
に
積
み
上
げ
た
稲
積
が
龍

( 8 ) 



か
れ
、
こ
れ
が
本
来
悶
ノ
神
へ
の
神
供
で
、

同
吋

と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
平
山
敏
治
郎
氏
も
、

端
で
す
る
の
が
古
格
で
あ
り
、

A
Mマ

推
測
し
て
お
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

儀
礼
の
例
で
、

る
も
の

稲
場
が
祭
場
で
あ
っ
た

刈
上
げ
祭
は
元
来
聞
の

で
は
な
か
っ
た
か
、
と

い

く

つ

か

の

文

化

人

類

学

、

の

収

穫

に
の
詩
の
ぺ
場
」
と
関
連
が
あ
る
と
忠
わ
れ

が
、
収
穫
の
儀
礼
を
行
な
う
に
際
し
、
田
知
の

中
は
そ
れ
に
類
似
し
た
も
の
を
設
け
、
犠
牲
や
供
物
を
棒

、
げ
、
神
に
収
穫
を
感
謝
し
、
来
品
作
を
祈
る
と
一
…
一
一
向
っ
た
形
態

が

、

は

多

く

見

ら

れ

で

あ

ろ

う

Q

五

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
ル
・
グ
一
ブ
、
不

i
は
、
『
支
那
古
代
の
祭
礼
と

繭
い
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
ο

農
事
が
終
わ
り
、
来
年

の
張
穣
を
祈
念
す
る
八
踏
の
祭
が
円
札
記
b

月
令
で
は
十
月
に
あ
た

り
、
こ
の
儀
式
で
は
大
饗
宴
が
行
な
わ
れ
、
人
々
は
た
ら
ふ
く
食
べ

且
つ
飲
み
、
一
閣
の
人
が
皆
狂
っ
た
如
く
に
な
り
、
宇
儲
万
物
へ
の

感
謝
祭
が
営
ま
れ
た
。
で

し
た
も
の
で
あ
り
、
人
々

し、

-，.-

、ー

の
角
を
盃
と
し
て
酒
を
呑
み
、
健
康
を
祝
福
L
あ

に

つ

日

々

を

歌

っ

た

も

の

で
の

以
上
の
グ
ラ
ネ
ー
の

釈
に
お
い
て
祭
配
儀
礼

こ
の
事
は
、
ぺ
七
月
」
の

を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

は
、
「
七
月
L

第

七

章

、

の

解

ド
推
し
出
し
た
点
で
注
月
間
さ
れ
る
。

理
解
す
る
上
で

併
せ
て
、

る

な

ら

ば

、

「

築

く

い

で
、
「
九
月
に
、
来
た
る
べ
き
十
月
の
収
穫
祭
に
備
え
て
神
を
怒
る

場
所
を
築
く
」
と
解
釈
す
る
方
が
、
よ
り
自
然
で
あ
り
、
妥
当
性
が

あ
る
。

の

こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
第
七
章
の
最
後
の
匂
「
認
其
乗

屋

、

の

鄭

築

、

( 9 ) 

其
始
播
百
穀
、
謂
新
来
年
百
穀
子
公
社
。

な只lJ
るも。

の
社
に
祈
る
を
言
う
」
に
も
通
じ

の

又

の
「
十
月
約
禾
稼
」
の

の
「
純
」
に
つ
い
て
も
、

に
「
場
に
入
れ
る
」
と
す

の

の
よ
う
に

る
も
の
と
、

納
、
内
也
。
治
於
場
、
市
内
之
国
倉
世
。



の
よ
う
に
「
倉
に
入
れ
る
」
と
す
る
二
種
類
の
解
釈
が
あ
っ
た
が
、

「
場
」
を
「
神
を
祭
る
所
」
と
考
え
る
な
ら
ば
、
「
場
に
入
れ
て
祭

壊
に
供
え
る
い
と
解
釈
出
来
よ
う
。

次
に
第
八
章
の
「
十
月
滋
場
」
に
お
い
て
も
、
「
脱
穀
場
を
清
婦

す
る
い
と
し
た
の
で
は
、
全
体
と
し
て
祭
犯
を
中
心
と
す
る
第
八
章

の
流
れ
か
ら
浮
き
上
が
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
故
、
こ
の
勾
を
収
穫
の

祭
り
が
始
ま
る
前
に
「
神
を
祭
る
場
所
」
を
掃
き
清
め
る
、
と
理
解

す
れ
ば
、
第
八
章
全
体
の
意
味
に
も
合
致
す
る
。

さ
ら
に
次
の
匂
「
朋
溺
斯
饗
、
日
殺
品
法
学
」
も
宴
会
の
様
子
と
言

う
よ
り
は
、
む
し
ろ
収
穫
祭
で
祭
壇
に
供
物
と
し
て
、
二
樽
の
溜
と

羊
の
犠
牲
を
捧
げ
、
神
に
感
謝
の
意
を
一
訴
す
と
共
に
、
来
年
の
豊
穣

を
祈
願
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
最
後
の
部
分
「
鱗
彼
公
堂
、
称
彼
兇
鋭
、
万
寿
無
韻
」
に

つ
い
て
も
、
「
場
」
で
祭
犯
を
行
な
っ
た
後
、
「
公
堂
」
に
登
り
饗
宴

を
行
な
う
、
と
解
釈
す
れ
ば
第
八
章
全
体
の
内
容
の
頗
序
も
よ
く
通

じ
る
よ
う
に
な
る
。

以
上
の
事
か
ら
、
コ
一
付
経
b

脇
氏
七
月
の
「
場
」
は
、
当
時
の
農

業
mm俗
に
お
け
る
収
穫
儀
礼
と
搭
接
な
関
係
が
あ
り
、
そ
の
持
つ
意

味
は
、

η
祭
犯
の
祭
壌
が
設
け
ら
れ
た
場
所
μ

に
他
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
「
場
」
の
字
が
「
七
月
」
の
解
釈
の
上

で
持
つ
意
義
は
、
非
常
に
大
き
な
も
の
と
言
え
よ
う
。

主
川

w余
冠
英
著
豆
付
経
選
』
(
一
九
七
九
年
、
人
民
文
学
出
版
社
)
一
五
七
頁
、

注
の
四
八
、
実
梅
若
室
内
経
訳
註
(
国
風
部
分
)
』
(
一
九
八
一
一
一
年
、
斉
品
佐

世
一
副
社
)
一
ニ
八
九
一
具
、
注
の
九
一
参
照
。

ω高
田
真
治
著
『
詩
経
』
〈
上
)
漢
詩
大
系
第
一
巻
(
昭
和
四
十
一
年
、
集

英
社
〉
五
回

O
、
五
回
二
支
。

ゆ
自
加
田
誠
著
『
定
本
詩
経
訳
注
』
〈
上
)
目
加
田
誠
著
作
集
第
二
巻
(
昭

和
五
十
七
年
、
龍
渓
書
舎
)
一
一
一

O
一
J
一ニ

O
ニ
頁
。

ωこ
こ
で
場
所
と
し
て
は
大
き
く
隠
っ
て
い
る
が
、
広
東
省
の
離
島
、
海
南

島
に
お
け
る
脱
穀
場
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
こ
の
烏
は
民
族
学
上
、

古
い
中
国
南
部
の
生
活
形
態
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九

一
一
一
七
年
の
ド
イ
ツ
民
族
学
者
H
-
ス
チ
ュ

i
ベ
ル
氏
の
調
査
で
は
、
海
南

島
梨
族
の
白
沙
嶋
裂
は
、
畑
か
村
で
稲
を
乾
燥
さ
せ
、
家
の
玄
関
前
で
時

々
少
し
ず
つ
婦
人
が
足
で
踏
ん
で
脱
穀
す
る
と
あ
る

(
H
-
ス
チ
ュ

i
ベ

ル
著
、
平
野
義
太
郎
編
、
清
水
一
一
一
男
訳
『
海
南
島
民
族
誌
i
南
支
部
民
族

研
究
へ
の
一
寄
与

i
b
〔
昭
和
十
八
年
、
畝
傍
書
一
局
〕
七
七
J
七
人
頁
〉
。

又
、
昭
和
十
七
年
の
尾
高
邦
雄
氏
の
調
査
で
は
、
繁
族
は
向
収
穫
し
た
稲
を

来
に
し
て
部
落
内
に
運
び
、
乾
燥
後
、
乾
漁
場
の
一
隅
や
住
家
の
背
一
戸
で

紘
一
や
禁
の
よ
に
並
べ
脱
穀
し
て
い
る
(
尾
高
邦
雄
者
沼
海
南
高
梨
族
の
経

済
組
織
』
〔
昭
和
十
九
年
、
海
南
海
中
卒
特
務
部
〕
五
六
頁
〉
。
こ
の
ニ
例
で

は
、
製
族
は
聞
と
は
別
の
場
所
で
脱
穀
を
行
な
っ
て
お
り
、
田
畑
を
つ
き

閉
め
て
脱
穀
す
る
事
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
南
方
の
習
得
を
ぺ
七

月
」
の
舞
台
と
し
て
そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
る
訳
に
は
行
か
な
い
が
、
あ
る
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程
度
の
参
考
に
は
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

川
W

吋
向
山
路
全
議
総
目
h

巻
五
十
一
の
門
間
一
地
問
補
す
b

の
項
に
「
自
漢
以
来
、

注
朗
読
者
、
凡
資
法
、
五
潟
、
虞
制
、
府
間
、
九
年
昭
、
孔
は
兆
六
家
」
と
あ

可。。

川

w藤
堂
明
保
者
円
拠
出
子
の
諮
源
研
究
l
上
古
漢
誌
の
単
語
家
族
の
研
究
』

(
昭
和
三
十
八
年
、
学
僚
社
)
一
一
一
問
問
一
良
。

ゆ
白
川
静
者
ヱ
ナ
統
匂
(
一
九
八
開
年
、
平
凡
社
)
四
五
九
真
。

ω宇
野
円
空
著
「
マ
ラ
イ
シ
ヤ
に
於
け
る
稲
米
儀
礼
」
吋
東
洋
文
持
論
議
b

第
二
十
八
ハ
昭
和
十
六
年
、
東
洋
文
臨
時
)
一
一
一
一
一
一
一
一
一
J
一
一
一
一
一
一
回
一
具
、
事
例
二

五
O
。

助
宇
野
著
前
掲
世
間
、
一
一
一
四
五
頁
、
事
例
二
五
七
。

制
宇
野
著
前
掲
謀
、
一
一
一
六

O
J一
一
一
六
二
京
、
事
例
二
六
七
。

ω宇
野
丹
空
著
「
斎
穂
と
一
歳
問
の
諸
形
式
」
論
集
日
本
文
化
の
起
源
第
一
一
一
巻

吋
民
族
学
I
b
所
収
(
昭
和
田
十
六
年
、
平
凡
社
)
四
八
二
J
四八一一一一良。

ゆ
前
撮
っ
こ
ブ
イ
シ
ヤ
に
於
け
る
稲
米
儀
礼
』
六
七
五
頁
。

的
北
見
俊
夫
者
「
奄
美
年
中
儀
礼
」
日
本
民
俗
学
大
系
第
十
二
巻
、
『
奄
美

沖
縄
の
民
俗
、
比
較
民
族
学
的
諸
問
題
b

所
収
ハ
昭
和
五
十
一
年
、
平
凡

社〉一一一

O
J一一一一一良。

ω大
林
太
良
著
「
穂
落
神
!
日
本
の
穀
物
起
源
伝
承
の
一
形
式
に
つ
い
て
」

吋
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
一
一
二
所
収
(
一
九
六
四
年
〉
六
二
真
。

締
竹
田
聴
州
著
「
神
の
表
象
と
祭
場
」
日
本
民
俗
学
大
系
第
八
巻
、
『
信
仰
と

民
俗
b

一
助
収
(
昭
五
十
一
年
、
平
凡
社
)
一
七
六
頁
。

M
W
平
山
敏
治
郎
著
『
歳
時
習
俗
考
』
ハ
一
九
八
四
年
、
法
政
大
学
出
版
局
)

七
二
頁
。

制
マ
ル
セ
ル
・
グ
ラ
ネ
!
著
、
内
田
智
雄
訳
『
支
那
古
代
の
祭
礼
と
歌
謡
』

一一五

O
J
二
五
四
及
、
八
一
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